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金木だよ り (2）

今
年
産
米
の
初
検
汽
が
行
わ
れ

四
百
十
六
俵
の
う
ち
、
一
等
米

が
三
百
七
十
二
俵
（
約
九
十
％
）

と
幸
先
の
よ
い
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。

北
五
地
方
の
ト
シ
・
フ
を
切
っ

て
初
検
査
が
行
わ
れ
た
溌
瀬
艇

協
倉
庫
に
は
辨
及
所
、
町
、
艘

協
の
職
貝
ら
と
と
も
に
、
一
等

さ
る
十
月
六
日
、
七
日
の
両
米
の
基
準
を
一
日
兇
よ
う
と
股
検

日
、
嘉
瀬
艘
協
と
金
木
股
協
で
家
の
人
た
ち
も
た
く
さ
ん
詰
め
俵

●

今
年
産
米
の
検

か
け
ま
し
た
。
食
籾
覗
務
所
検

盃
栴
の
手
で
、
津
川
秀
彦
さ
ん

Ｉ
上
昭
和
町
Ｉ
が
春
か
ら
丹
粘

を
込
め
て
つ
く
っ
た
ア
キ
ヒ
カ

リ
四
十
七
俵
に
一
俄
一
俵
“
こ

め
さ
し
々
が
入
れ
ら
れ
初
検
盃

が
始
ま
る
と
、
倉
庫
内
に
は
一

瞬
緊
張
し
た
零
朋
気
が
漂
い
、

乾
燥
や
整
粒
歩
合
な
ど
の
検
炎

を
し
た
後
、
一

等
米
の
判
が
米

俵
に
押
さ
れ
、

津
田
さ
ん
は
思

わ
ず
〃
に
っ
こ

り
“
・
倉
雌
内
に

も
喜
び
の
表
怖

が
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。

一
方
、
翌
七

日
に
は
、
金
木

農
協
管
内
の
初

検
在
が
行
わ
れ

十
戸
の
農
家
が

持
ち
込
ん
だ
三

百
六
十
九
俵
を

幸
先
よ
い

さ
る
九
月
三
十
日
、
喜
良
市

小
学
校
で
、
児
童
た
ち
が
同
校

北
側
の
学
校
田
十
八
ア
ー
ル
の

稲
刈
り
を
行
い
、
三
年
ぶ
り
の

蝿
作
に
大
喜
び
で
し
た
。

川
校
で
は
児
童
た
ち
に
農
作

業
を
体
験
さ
せ
、
稔
り
の
喜
び

を
味
わ
わ
せ
よ
う
ｌ
と
四
年
前

か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
秋
賭
れ
の
も
と

五
、
六
年
生
の
児
童
約
八
十
人

が
先
生
の
指
導
を
受
け
た
後
、

家
か
ら
持
ち
よ
っ
た
鎌
を
手
に
、

黄
金
色
の
波
に
入
り
、
ぎ
こ

ち
な
い
手
つ
き
な
が
ら
収
穫
の

害
び
を
感
謝
す
る
か
の
よ
う
に

一
株
一
株
丁
寧
に
刈
り
取
っ
て

い
ま
し
た
。

残
り
の
三
百
二
十
五
俵
が
一
等

米
と
な
り
、
詰
め
か
け
た
農
家

豊
作
に
大
喜
び

喜
良
市
小
で
稲
刈
り

盃
。
過
乾
燥
に
よ
り
四
十
四

が
三
等
米
に
な
っ
た
も
の
の

ス
タ
ー
ト

査
始
ま
る

こ
の
日
刈
り
取
っ
た
稲
は
、

父
兄
ら
の
応
援
で
脱
穀
作
業
な

ど
を
行
い
、
十
一
月
に
は
モ
チ

つ
き
大
会
を
開
い
て
み
ん
な
で

食
べ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

の
人
た
ち
を
安
心
さ
せ
ま
し
た
。

検
在
の
後
、
農
家
の
人
た
ち
は

検
鉦
官
か
ら
一
等
米
の
基
準
に

つ
い
て
脱
明
を
受
け
、
熱
心
に

聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

昨
年
は
冷
災
沓
の
た
め
一
等

米
は
、
町
全
体
で
四
十
俵
。
今

年
こ
そ
は
、
乾
燥
と
も
み
ず
り

闘
製
に
注
意
し
て
目
標
一
等
米

八
十
％
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。
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嘉瀬老人福祉センターが着工
来年3月には完成

さ
る
十
月
十
二
日
、
嘉
瀬
地
区
の
お
年
寄

り
た
ち
が
待
ち
望
ん
で
い
た
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
地
鎮
祭
が
嘉
瀬
妻
の
河
原
北
側
の
建
設

現
場
で
行
わ
れ
、
関
係
者
が
工
事
の
安
全
を

祈
願
し
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
鉄
骨
造
り
平
屋
建
て
、
面

積
二
百
六
十
平
方
メ
ー
ト
ル
。
ス
テ
ー
ジ
付

き
の
集
会
室
、
調
理
室
、
娯
楽
室
な
ど
を
備

え
、
採
光
に
も
十
分
配
慮
し
た
設
計
と
な
っ

て
い
ま
す
。

さ
る
四
月
十
五
日
に
老
人
憩
の
家
が
不
慮

の
火
災
に
遭
っ
て
以
来
、
集
会
な
ど
に
不
便

を
来
し
て
い
た
お
年
寄
り
た
ち
か
ら
完
成
が

待
た
れ
て
い
ま
す
が
、
利
用
で
き
る
の
は
雪

が
融
け
始
め
る
三
月
の
予
定
で
す
。

嘉瀬老人福祉センター平面図
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(3)金木だより

欠
幽
に
伴
う
町
挺
選
挙
・
町

餓
会
破
只
袖
欠
選
挙
の
投
票
Ｈ

は
加
川
虹
日
で
す
。
明
る
い
町

づ
く
り
の
た
め
、
大
切
な
あ
な

た
の
一
票
を
無
駄
に
し
な
い
よ

う
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

▽
投
票
堀
所
△

鈍
一
投
票
所
町
商
工
会
蝕

（
金
木
、
上
沢
部
地
区
」

節
二
投
票
所
川
倉
小
学
校

（
川
倉
・
藤
枝
地
区
』

節
三
投
票
所
蒔
川
児
童
館

（
神
陳
・
蒔
川
・
下
沢
部
地

区
）

節
四
投
票
所
粥
瀬
公
氏
館

町長選挙立会演説会日程

町
長
選

（
鶏
瀬
・
中
柏
木
地
区
」

ｍ
刈
諏
日
蜘

斑
瀬
小
学
校

、
月
躯
口
伽

桝
良
市
小
学
校

叩
月
酌
日
働

町
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー

開
始
時
刻
は
と
も
に
午
後

七
時
で
す
。

Ⅲ
月
別
日
投
票
日

掌節
五
投
票
所
群
良
市
小
学
校

（
漢
良
巾
地
区
）

節
六
投
票
所
大
東
ヶ
丘
山
の

家
（
旧
分
校
」

（
大
東
ヶ
丘
地
区
）

▽
投
票
時
間
△

午
前
七
時
か
ら

午
後
六
時
ま
で

▽
不
在
者
投
票
△

①
投
票
口
に
仕
事
な
ど
、
や
む

を
得
な
い
理
山
に
よ
り
投
票
所

で
投
票
で
き
な
い
力
は
、
町
選

推
薇
理
委
興
会
で
不
在
荷
投
票
が

で
き
ま
す
。
（
期
間
は
十
川
二
十

四
川
か
ら
十
月
三
十
口
ま
で
鉦

①こにのさ用挙外②後f」
とと持市れ紙管に一一五‘

。
町

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

時
ま
で
で
す
。
）

時
的
に
出
嫁
ぎ
な
ど
で
町

住
ん
で
い
る
力
は
、
町
選

理
委
幽
会
に
不
在
者
投
禁

等
を
砧
求
す
る
と
、
郵
送

た
投
票
用
紙
等
を
現
在
地

区
町
村
選
挙
管
理
委
員
会

参
し
不
在
者
投
票
を
す
る

が
で
き
ま
す
。
（
期
間
は

同
じ
で
す
が
、
郵
送
日
数

函
贈
息
角
汁
購
霞
弾
歸
蹴
な
漂
準
浄
憩

§

●垂

1
を
考
え
て
す
み
や
か
に
投
票
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
）

③
指
定
病
院
（
ベ
ッ
ト
数
五
十

以
上
の
病
院
）
や
施
孜
に
入
院

（
所
）
し
て
い
る
方
は
、
病
院

や
施
設
に
申
し
出
れ
ば
、
そ
の

炳
院
や
施
設
で
不
在
者
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
期

間
は
②
と
同
じ
・
）

候
補
者
一
人
に
つ
き
五
百
枚
ま

で
証
紙
や
検
印
の
あ
る
ポ
ス
タ

ー
を
制
限
な
く
掲
示
で
き
ま
し

た
が
、
今
回
の
選
挙
か
ら
は
町

選
挙
管
理
委
員
会
が
設
世
す
る

「
掲
示
場
」
以
外
の
場
所
に
は

一
切
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
「
掲
示
場
」
の
数
は
、

各
投
票
区
ご
と
の
有
権
者
数
な

欠
今国雷、

公
営
ボ
ス
タ
ー
掲
示
場

今
ま
で
の
町
の
選
挙
で
は
、
ど
に
応
じ
て
算
定
さ
れ
、
町
全

町
内
別
ヵ
所
に
設
置

■
Ｅ
■
隆
句
■
■
ト

◆
Ｊ
、
斗
白
〆
移
ヲ
や
面
◆
臼
心

④
歩
行
の
附
難
な
身
体
陣
沓
者

の
力
は
、
身
障
者
手
帷
、
戦
傷

病
者
手
帷
ま
た
は
県
知
事
が
発

行
す
る
証
明
将
を
捉
示
し
て
不

在
者
投
票
用
紙
を
訪
求
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
障
害
の
程

度
に
よ
っ
て
ｎ
宅
で
郵
仙
に
よ

る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
①
～
③
よ
り
手
続
き

等
が
被
雑
で
す
の
で
、
詳
し
く

は
「
せ
ん
き
よ
の
知
識
⑦
」
を

ご
覧
に
な
り
、
町
選
挙
管
理
委

員
会
率
務
肋
へ
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。
（
投
票
Ⅱ
前
四
Ｈ
ま
で

に
諦
求
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
）

体
で
五
十
カ
所
と
な
り
候
補
者

は
五
十
枚
の
ポ
ス
タ
ー
を
準
伽

す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

従
来
、
ポ
ス
タ
ー
の
無
許
可

掲
示
や
違
法
な
掲
示
な
ど
に
よ

る
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
ま
し
た
が

「
掲
示
場
」
を
設
置
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
こ
れ
ら
が
解
消
さ
れ

町
の
美
観
も
批
わ
れ
ず
効
果
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
／

一へ
､

●
出
席
。
ま
ず
杣
馬
会
長
が

「
連
日
金
木
町
の
事
件
が

報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

う
い
う
享
態
を
引
き
起
し

た
の
は
灯
権
者
の
側
に

も
黄
任
が
あ
る
。
今
回

の
選
挙
は
金
木
町
民
の
良

識
が
問
わ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
ク
リ
ー
ン
選
挙
を
実

施
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
」

と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
津

島
正
次
郎
町
選
挙
管
理
委

手
渡
す
な
ど
の
方
針
を
決
め
ま

し
た
。こ
の
ｕ
は
、
委
旦
十
六
人
が

町明るい選挙推進協議会が呼びかけ

金
木
町
肌
る

い
選
挙
推
進
協

識
会
（
机
鴎
京

子
会
長
）
で
は

さ
る
九
月
二
十

九
日
、
町
役
場

で
会
議
を
開
き

十
月
三
●
十
一
ｕ

に
投
票
が
行
わ

れ
る
町
長
選
挙

・
町
議
補
欠
選

挙
に
向
け
た
啓

発
連
動
の
進
め

方
に
つ
い
て
協

議
、
立
候
補
予

定
者
に
〃
ク
リ

ー
ン
選
挙
“
推

進
の
要
望
書
を

貝
長
も
「
町
民
が
模
範
と
な
る

態
度
で
選
挙
に
臨
ま
な
け
れ
ば

い
け
な
い
」
と
〃
ク
リ
ー
ン
選

挙
”
を
強
調
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
各
委
員
が
真
剣
な

表
怖
で
協
議
に
入
り
、
新
た
な

啓
発
の
対
漿
に
向
け
て
活
発
な

意
兄
が
杣
次
ぎ
、
こ
れ
ま
で
行

わ
れ
て
き
た
①
毎
戸
に
明
る
い

選
挙
を
呼
び
か
け
る
チ
ラ
シ
の

配
布
②
無
線
放
送
で
の
呼
び
か

け
③
広
報
車
に
よ
る
呼
び
か
け

ｌ
の
ほ
か
、
今
回
は
新
た
に
①

立
候
補
予
定
者
に
協
議
会
か
ら

の
要
望
排
を
手
渡
す
②
毎
戸
に

〃
ク
リ
ー
ン
選
挙
“
の
ス
テ
ッ

カ
ー
を
貼
っ
て
も
ら
う
③
明
る

い
選
挙
啓
発
標
語
の
ポ
ス
タ
ー

を
「
掲
示
場
」
に
隣
接
し
て
張

り
出
す
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

ク
リ
ー
ン
選
挙
を
肥
し
合
う
委
員

一一戸一一■串

クリーン選挙実現を
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金 木だより（4）

左
手
の
な
い
ぼ
く

嘉
瀬
小
五
年

斉
藤
潤
一

ぽ
く
は
、
体
育
の
時
間
な
ど

に
鉄
棒
を
や
っ
た
り
す
る
と
き

と
て
も
む
ず
か
し
い
で
す
。
な

ぜ
な
ら
ぼ
く
に
は
左
手
が
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と
き
手
が
り

ょ
う
ほ
う
に
あ
れ
ば
い
い
な
あ

と
思
い
ま
す
。

ぼ
く
の
手
は
、
小
さ
い
と
き

ト
タ
ン
の
機
械
の
そ
ば
で
遊
ん

で
い
て
機
械
に
手
が
は
さ
ま
っ

て
左
手
が
な
く
な
っ
た
の
で
す
。

ぼ
く
は
手
が
と
れ
た
と
き
と
て

も
い
た
く
て
な
き
ま
し
た
。

ザ

場
はあなたが

。話題など

圃幸まで

ご連絡下さい。

いつでも取材に伺います。
い
っ
ぱ
い
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

メ
ダ
ル
も
も
ら
い
ま
し
た
。
で

も
、
野
球
な
ど
や
る
と
き
あ
ま

り
つ
か
め
な
い
の
で
、
手
が
あ

れ
ば
も
っ
と
じ
ょ
う
ず
に
な
る

の
に
な
あ
と
思
っ
た
り
し
ま
す
。

一
番
ふ
く
ん
な
の
は
、
ふ
ぐ

を
満
る
と
き
で
す
。
特
に
ト
レ

パ
ン
の
チ
ャ
ッ
ク
を
上
げ
る
の

が
に
が
手
で
す
。
ぼ
く
は
そ
ん

な
と
き
左
手
が
な
い
の
で
、
右

手
で
ふ
ぐ
を
お
さ
え
、
歯
で
チ

ャ
ッ
ク
を
か
じ
っ
て
上
げ
ま
す
。

ぼ
く
は
、
手
が
り
ょ
う
ほ
う

あ
る
人
が
と
き
ど
き
う
ら
や
ま

し
い
け
ど
、
な
ん
で
も
負
け
な

い
で
が
ん
ば
る
つ
も
り
で
す
。

小
学
校
に

左
手
が
な
い

く
思
っ
た
こ

で
も
今
は
、

小
学
校
に
入
っ
て
か
ら
は
、

左
手
が
な
い
こ
と
を
は
ず
か
し

く
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

で
も
今
は
、
左
手
が
な
く
て
も

ス
キ
ー
や
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
せ
い

●

一

健
闘
称
え
発
展
誓
う

鶴
町
朝
野
球
協
会
が
表
彰
式

愛
ともだち

第三保育所さわだ．なおこ

給食室川倉小5年中谷英生

ひ

燕
小り
二

大年
橋
ゆ

か

り

あ
い
さ
つ
す
る
石
川
理
事
長

金
木
町
朝
野

球
選
手
権
大
会

の
表
彰
式
が
さ

る
十
月
五
日
、

町
中
央
公
民
館

に
関
係
者
百
三

十
人
が
出
席
し

て
行
わ
れ
、
優

秀
チ
ー
ム
や
選

手
な
ど
を
表
彰

し
て
健
闘
を
称

え
た
後
、
明
る

い
町
づ
く
り
に

貢
献
す
る
た
め

一
層
の
発
展
を

誓
い
合
い
ま
し

た
。
受
賞
者
は●

次
の
と
お
り
で
す
。

１
Ａ
級
Ｉ

①
中
谷
石
油
②
男
寿
し
ク

ラ
ブ
③
原
川
で
ん
き

▼
優
秀
選
手
賞

山
中
達
也
浅
利
正
光
白

川
勝
信
松
尾
寿
雄
福
士
豊

神
烏
敬
一
坂
本
繁
木
下
純

｜
工
藤
栄
一

▼
ホ
ー
ム
ラ
ン
賞
（
三
本
）

松
木
邦
章

立
一
墓
打
尚
（
四
本
）

佐
藤
勝
博

▼
二
塁
打
賞
（
三
本
）

木
下
純
一
小
山
内
洋
一

鴫
海
隆
広

▽
般
多
勝
利
投
手
賞
（
十
勝
）

鳴
海
隆
弘

Ｉ
Ｂ
級
Ｉ

①
喜
良
市
棒
球
隊
②
大
東

ヶ
丘
サ
ン
ト
ピ
ア
ホ
ー
ム

③
イ
ー
グ
ル
ス

▼
優
秀
選
手
賞

福
長
勝
義
原
田
秀
大
今

井
勇
二
高
橋
信
久
桑
田
哲

明
木
村
充
木
立
卓
也
秋

元
学
伊
藤
武
｜
小
林
達
弘

三
橋
教
男

▼
ホ
ー
ム
ラ
ン
賞
（
三
本
）

長
尾
文
範
白
川
三
冶
中

谷
好
隆

▼
三
塁
打
賞
三
本
）

山
中
潤
中
村
俊
一
須
藤

貢
央
角
田
耕
二
外
崎
久
也

高
松
文
夫

▼
二
塁
打
賞
（
六
本
）

中
谷
好
隆

▼
最
多
勝
利
投
手
賞
（
十
勝
）

加
藤
輝
彦

ともだち

喜良市小5年棟方優香子

二一
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(5)金木だより

「
誰
も
が
気
軽
に
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
を
楽
し
も
う
」
と
七
月
に

ス
タ
ー
ト
、
こ
の
ほ
ど
閉
幕
し

た
「
金
木
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ

ー
グ
戦
」
を
開
催
し
た
の
が
今

回
紹
介
す
る
「
金
木
町
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
協
会
」
（
浅
木
全
一
会

長
）
で
す
。

男
女
刈
人
が
ゞ
｜

気
軽
に
プ
レ
ー

同
協
会
が
発
足
し
た
の
は
昨

年
四
月
。
一
昨
年
の
町
総
合
体

育
大
会
で
、
初
め
て
の
試
合
に

も
か
か
わ
ら
ず
九
チ
ー
ム
が
参

加
、
盛
大
に
大
会
が
行
わ
れ
た

こ
と
が
励
み
と
な
り
「
老
い
も

若
き
も
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し

み
、
健
康
づ
く
り
に
」
と
本
紙

で
会
員
を
募
集
。
男
女
三
十
人

が
会
員
と
な
っ
て
結
成
さ
れ
た

も
の
で
す
。

以
来
、
週
二
～
三
回
、
仕
事

の
終
え
る
夕
方
か
ら
藤
元
由
光

金木町ソフトボール協会
●

事
務
局
長
Ｉ
喜
良
市
小
教
諭
Ｉ

を
コ
ー
チ
に
、
喜
良
市
小
グ
ラ

ン
ド
で
練
習
。
と
は
い
っ
て
も

会
員
の
ほ
と
ん
ど
が
グ
ラ
ブ
や

パ
ッ
ト
を
手
に
す
る
の
が
久
し

振
り
、
初
め
の
う
ち
は
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
の
練
習
で
日
が
暮
れ

た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
に

守
備
、
打
撃
と
練
習
も
本
格
的

に
な
る
と
同
時
に
”
選
手
〃
全

員
が
蒲
実
に
上
達
。
昨
年
の
県

民
体
育
大
会
郡
予
選
で
は
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
、
男
女
と
も

一
回
戦
で
鶴
田
町
に
コ
ー
ル
ド

勝
ち
。
会
員
一
同
感
慨
深
い
も

の
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

結
成
二
年
目
の
今
年
は
「
も

っ
と
一
般
の
町
民
に
普
及
し
、

気
軽
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
」

と
「
第
一
回
金
木
町
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
リ
ー
グ
戦
」
を
開
催
。
職

ボクのメロン大きいよ.／
児童が収穫の喜び体験

町立第二保育所では、さる9月

2日、木造町亀ヶ丘公園へ遠足。

近くの畑を借りてメロンもぎ。自

分の頭ほどの大きいメロンを収穫

して大はしゃぎ。

域
、
ク
ラ
ブ
、
町
内
会
単
位
六

チ
ー
ム
が
参
加
。
チ
ー
ム
編
成

は
男
五
人
、
女
四
人
の
混
成
が

原
則
。
と
は
い
っ
て
も
、
女
子

だ
け
や
、
男
子
の
場
合
で
も
五

十
歳
以
上
だ
け
の
チ
ー
ム
な
ら

参
加
で
き
る
ユ
ニ
ー
ク
さ
。
試

合
は
日
暇
日
を
選
ん
で
行
わ
れ

会
場
で
は
家
族
そ
ろ
っ
て
声
援

を
送
る
な
ご
や
か
な
交
歓
風
景

が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
さ
る
九
月

寺
、
号
、

十
九
日
に
閉
幕
し
ま
し
た
力

会
旦
は
選
手
、
役
貝
、
審
判
と

一
人
三
役
に
大
奮
闘
。
そ
の
か
い

が
あ
っ
た
の
か
、
協
会
女
子
チ

ー
ム
が
連
勝
を
続
け
て
い
た
嘉

瀬
束
町
チ
ー
ム
を
破
っ
て
逆
転

優
勝
を
果
し
ま
し
た
。

来
年
は
あ
な
た
も
チ
ー
ム
を

つ
く
っ
て
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
楽

し
ん
で
は
い
か
が
で
す
か
。

け
尚
、
「
リ
ー
グ
戦
」
の
結
果

及
び
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。

①
女
子
ク
ラ
ブ
②
嘉
瀬
東

町
ク
ラ
ブ
③
青
年
ク
ラ
ブ

④
同
志
会
キ
ャ
ッ
ッ
⑤
芦
野

ク
ラ
ブ
⑥
喜
良
市
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

▼
最
優
秀
選
手
賞

工
藤
準
子
（
女
）

斉
藤
準
（
嘉
）

秋
分
の
日
の
さ
る
九
月
二
十
白
熱
し
た
好
ゲ
ー
ム
に
盛
ん
な

三
日
、
町
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

グ
セ
ン
タ
ー
で
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
親
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

善
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
①
川
倉
小
②
金
木
小
③

会
が
開
か
れ
、
町
内
五
校
を
代
嘉
瀬
小
④
喜
良
市
小
⑤
金

表
し
て
マ
マ
さ
ん
約
六
十
人
が
木
中

参
加
熱
戦
を
展
一
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
－

開
し
ま
し
た
。
一

句
■
■
Ｌ

こ
の
大
会
は
、
－
１
１

、
巾
刀
【
剤
一

金
木
町
連
合
Ｐ
Ｔ
《
ｌ
ａ
１

ｆ
旧
旧
．

Ａ
（
三
橋
勝
雄
会

醒
締
流
齢
一
Ｊ
‐
》
，

４
↑
討
州
“
恥
‐
酬
皿
罹
昭

を
図
る
た
め
毎
年
一
や
．
Ｎ
Ｉ
ｒ

開
か
れ
て
い
る
も
一

一
’

の
で
す
。
大
会
に
は
、
子
一
古
，
ｒ
’
’
’
二

。
，
且
巳
』
■
口

ゞ
計
ｌ

篭
篭
■
恥
卿
ト
雁

１
、
ｊ
■
卜
－
１
１
１

お
母
さ
ん
が
ん
ば
っ
て
／
，

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
に
熱
戦

▼
優
秀
選
手
賞

小
林
一
義
（
芦
）
桑
田
隆
幸

（
青
）
田
中
二
紀
子
（
女
）
横

山
定
栄
（
喜
）
田
中
恵
久
子
（

同
）
斉
藤
千
雪
（
嘉
）

▼
敢
闘
賞

田
中
福
子
（
芦
）
長
尾
久
美

子
（
青
）
棟
方
久
幸
（
女
）
三

上
慢
子
（
喜
）
今
明
美
（
同
）

秋
元
令
士
（
嘉
）
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金木だよ (6）り

体
育
の
日
の
十
日
、
第
四
回

町
総
合
体
育
大
会
が
開
か
れ
、

陸
上
競
技
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
ゲ
ー

ト
ポ
ー
ル
の
五
種
目
に
熱
戦
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
台
風
二
十
一
号

の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が

朝
か
ら
カ
ラ
リ
と
晴
れ
た
ス
ポ

ー
ツ
日
和
。
老
若
男
女
五
百
人

が
快
よ
い
汗
を
流
し
、
ス
ポ
ー

ツ
の
喜
び
を
満
喫
し
ま
し
た
。

第
四
回
町
総
合
体
育
大
会

四●

もq

Pe

守』
凸

■

■
１
１
回

'X:｡｡‘;.み、・・・･a’・
DP甸尽･●争

EQaBむトー

●

スタート./1,500mにチャレンジ 男
子
顔
負
け
の
フ
ォ
ー
ム

小
学
校
女
子
ボ
ー
ル
投
げ

それ行け.／小学5年男子100メートル決勝

マ
マ
さ
ん
パ
ワ
ー
爆
発

見
事
ブ
ロ
ッ
ク

混
合
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

アレーッ
宇宙人も跳んでる.〃

謹轡瑠虜鰯
I1ヘー卓厚4●

各
種
目
の
第
一
位
は
次
の
通

り
で
す
。

▼
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル

嘉
瀬
老
人
ク
ラ
ブ

▼
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

岩
見
町
ク
ラ
ブ

▼
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

喜
良
市
ク
ラ
ブ

▼
卓
球
小
学
校
男
子
団
体
Ｉ
嘉
瀬
小

Ａ
、
同
女
子
Ｉ
嘉
瀬
小
Ｂ
、
中

学
校
男
子
団
体
Ｉ
金
木
中
Ａ
、

同
女
子
Ｉ
金
木
中
Ａ
、
一
般
団

体
Ｉ
津
軽
信
用
金
庫

▼
陸
上
競
技
小
学
校
の
部

〈
六
十
メ
ー
ト
ル
〉

五
年
男
子
Ｉ
古
川
純
一
（
喜

良
市
小
）
同
女
子
Ｉ
岡
田
美
奈

子
（
喜
良
市
小
）

〈
百
メ
ー
ト
ル
〉

四
年
男
子
Ｉ
広
瀬
勝
（
嘉
瀬

小
）
同
女
子
Ｉ
佐
々
木
淑
恵
（

金
木
小
）
五
年
男
子
Ｉ
古
川
卓

也
（
喜
良
市
小
）
同
女
子
Ｉ
木

－－1’
｜ノ
1

画亀ダ

ーーョーーロ二．－･‐
h

トー

■一

申

村
真
紀
（
嘉
瀬
小
）
六
年
男
子

Ｉ
木
村
文
俊
（
嘉
瀬
小
）
同
女

子
Ｉ
泉
谷
麻
起
子
（
川
倉
小
）

〈
二
百
メ
ー
ト
ル
〉

六
年
男
子
Ｉ
今
利
也
（
嘉
瀬

小
）
同
女
子
Ｉ
田
中
郁
（
金
木

小
）〈

男
子
千
五
百
メ
ー
ト
ル
〉

山
田
浩
基
（
金
木
小
）

〈
女
子
八
百
メ
ー
ト
ル
〉

松
尾
好
子
釜
木
小
）

〈
走
巾
跳
〉

男
子
Ｉ
斉
藤
真
樹
（
金
木
小
）

女
子
ｌ
山
中
美
奈
子
（
嘉
瀬
小
）

〈
ポ
ー
ル
投
げ
〉

男
子
１
石
戸
谷
貞
助
（
金
木

小
）
女
子
Ｉ
原
田
雅
子
（
川
倉

小
）〈

四
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
〉

男
子
Ｉ
金
木
小
Ａ
、
女
子
Ｉ

金
木
小
Ａ

▼
陸
上
競
技
中
学
校
の
部

〈
百
メ
ー
ト
ル
〉

一
年
男
子
Ｉ
平
川
新
也
（
南

中
）
同
女
子
Ｉ
藤
本
佳
子
（
金

中
）
二
年
男
子
Ｉ
原
田
勇
（
金

中
）
同
女
子
Ｉ
白
川
明
世
（
金

中
）〈

男
子
千
五
百
メ
ー
ト
ル
）

鎌
田
健
嗣
（
南
中
）

〈
ス
エ
ー
デ
ン
リ
レ
ー
〉

男
子
Ｉ
南
中
女
子
Ｉ
金
中

Ｂ

一一Fー茜
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（7）金木だよトノ

金木南輝く初優勝

スポーツの県中学校新人ソフトボール大会

●

さ
る
十
月
十
日
、
十
一
日
の

両
日
、
五
所
川
原
商
業
高
校
グ

ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
県
中
学
校

新
人
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
出

場
し
た
金
木
南
中
は
、
一
Ｍ
戦

か
ら
大
差
で
勝
ち
進
み
、
決
勝

で
は
強
豪
明
徳
中
（
常
嬬
村
）

と
対
戦
。
初
回
、
い
き
な
り
四

球
と
机
手
の
エ
ラ
ー
な
ど
で
二

点
を
先
取
。
守
っ
て
は
、
古
川

投
手
の
力
投
と
パ
ッ
ク
の
好
守

術
で
杣
手
に
得
点
を
許
さ
ず
、

さ
ら
に
六
Ｍ
に
は
、
ヒ
ッ
ト
と

パ
ン
ト
で
一
点
を
追
加
。
三
対

○
の
ス
コ
ア
ー
で
見
事
初
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。

アーア残念↑
和やかにゲートボール

栄光の金メダル

きっとこの胸に…

ラケット手に

鋭い目つき
金
木
町
子
ど
も
会
育
成
連
合

会
主
催
の
、
第
四
回
親
と
子
の

集
い
が
さ
る
三
日
、
金
木
高
校

親
子
の
集
い
に
３
０
０
人

●
グ
ラ
ン
ド
で

開
か
れ
、
子

ど
も
会
員
や

父
兄
約
三
百

人
が
参
加
。

親
と
子
が
一

緒
に
な
っ
て
、

ゲ
ー
ム
や
昔

の
遊
び
な
ど

で
楽
し
い
一

日
を
過
ご
し

ま
し
た
。

②
③

1==-－－－－ーーW
画~ー．‐．､-,1■

ロ－l一一ロ■一
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雨 延ⅦWF

大接戦に幕 ソフトボール

決勝は、絶好調対岩見町クラ

ブ。追いつ追われつの大接戦。

7回裏岩見町クラブのさよなら

ホームスチールでチョン。勝っ

てうれしい。負けさわやか。来

年がある.／



両

金 木だより（8）

生活の合理化めざして

雲貯蓄実践地区が交流研修会

「
貯
蓄
尖
践
の
意
識
を
商
め

よ
う
ｌ
」
と
さ
る
九
月
二
十
二

日
、
荷
森
市
千
富
町
貯
蓄
実
践

地
区
（
石
岡
あ
つ
子
代
表
）
の

会
幽
三
十
人
が
来
町
。
町
自
然

休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
で
蒔
田

地
区
の
会
幽
と
交
流
。
活
動
や

連
営
な
ど
に
つ
い
て
熱
心
に
封

砿
し
ま
し
た
。

蒔
川
貯
蓄
実
践
地
区
（
秋
元

ト
シ
代
表
）
は
、
昭
和
五
十
五

年
十
月
、
鼎
の
指
定
を
受
け
、

生
澗
の
合
理
化
を
め
ざ
し
健
服

噸
、
心
、
お
金
の
四
つ
の
貯
蓄

を
尖
賎
す
る
た
め
家
叶
簿
肥
帳

お
や
つ
作
り
、
救
急
法
な
ど
の

勉
強
会
を
開
き
活
動
し
て
い
る

●

さ
る
九
月
二
十
四
日
、
町
立
守
っ
て
〃
な
ど
と
沸
か
れ
た
の

第
三
保
行
所
（
沢
川
川
春
所
長
ぽ
り
を
先
頭
に
太
鼓
や
メ
ロ
デ

）
の
児
童
九
十
人
が
、
交
通
安
イ
オ
ン
の
音
に
合
わ
せ
て
パ
レ

全
パ
レ
ー
ド
を
実
施
。
道
行
く
－
ド
。
道
行
く
人
々
に
風
船
を

人
々
に
〃
安
全
運
転
“
を
呼
び
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
な
が
ら
〃
安
全

か
け
ま
し
た
。
運
転
“
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

こ
の
パ
レ
ー

ド
は
、
児
童
の

交
通
安
全
意
識

を
商
め
、
嘉
瀬

地
区
の
人
々
に

も
安
全
運
転
を

呼
び
か
け
る
た

め
、
毎
年
春
と

秋
に
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、

〃
ボ
ク
た
ち
を

交
通
幌
故
か
ら

グ
ル
ー
プ
で
す
。

研
修
会
は
、
県
消
蛮
流
通
課

風
が
進
行
役
と
な
り
、
両
地
医

の
代
表
が
そ
れ
ぞ
れ
、
地
腫
の

概
要
や
活
動
の
状
況
な
ど
を
紹

介
。
蒔
旧
地
区
会
風
手
作
り
の

笹
も
ち
や
淌
物
を
お
茶
菓
子
が

わ
り
に
、
地
Ⅸ
澗
勤
の
発
股
に

安
全
運
転
で

ボ
ク
た
ち
を
守
っ
て
ね
〃
．

第
一
一
一
保
育
所
児
童
が
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド

向
け
た
活
発
な
意
兄
や
悩
み
な

ど
が
出
さ
れ
、
熱
心
に
砧
し
合

っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
一
行
は
歴
史
虻
俗

寅
料
館
を
兄
学
し
た
り
、
蒔
肌

地
ば
会
幽
ら
の
案
内
で
芦
野
公

則
を
散
策
、
机
互
の
交
流
と
発

腱
を
誓
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

●

不
在
者
投
票
の
制
度
に
つ
い

て
は
、
知
っ
て
い
る
人
や
実
際

に
利
用
し
た
こ
と
の
あ
る
人
も

多
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
投
票
当
日
、
や

む
を
御
な
い
礪
由
の
た
め
に
投

票
所
へ
行
け
な
い
人
が
、
事
前

に
投
票
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

不
在
者
投
票
に
は
、
大
き
く

わ
け
て
次
の
二
梛
類
が
あ
り
ま

す
。
①
一
般
的
な
不
在
者
投
票

こ
れ
は
、
投
票
当
Ｈ
や
む
を

得
な
い
用
務
や
業
務
、
又
は
病

気
等
に
よ
り
投
票
で
き
な
い
人

が
、
投
票
日
前
日
ま
で
に
投
票

を
済
ま
せ
る
方
法
で
す
。

投
票
の
で
き
る
場
所
は
そ
の畑

あなたの■哨琿■噂盈な15’

不
在
者
投
票

せ
ん
き
よ
の
知
識
⑦聯

由
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が

選
挙
管
理
委
員
会
、
船
舶
や
指

定
港
（
船
員
の
み
）
指
定
病
院

指
定
老
人
ホ
ー
ム
、
監
獄
、
少

年
院
等
で
す
。

②
郵
便
に
よ
る
投
票

こ
れ
は
①
の
方
法
も
行
え
な

い
よ
う
な
、
身
体
に
重
度
の
障

害
の
あ
る
人
が
自
宅
で
投
票
で

き
る
方
法
で
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
で
き
る
の

は
、
身
体
障
害
者
（
戦
傷
病
者

）
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
（
戦

傷
病
者
手
帳
）
に
両
下
肢
、
体

幹
の
障
害
に
あ
っ
て
は
一
級
又

は
二
級
（
恩
給
法
の
特
別
項
症

か
ら
第
二
項
症
）
、
心
臓
、
じ

ん
臓
、
又
は
呼
吸
器
の
障
害
に

あ
っ
て
は
一
級
又
は
三
級
（
特

別
項
症
か
ら
第
三
項
症
）
と
書

か
れ
て
い
る
人
で
す
。

こ
れ
ら
の
障
害
に
あ
て
は
ま

る
方
で
郵
便
投
票
証
明
書
を
持

っ
て
い
な
い
人
や
①
の
船
員
で

選
挙
人
名
簿
登
録
証
明
書
を
持

っ
て
い
な
い
人
は
、
町
選
挙
管

理
蚕
員
会
で
手
続
き
を
と
っ
て

く
だ
さ
い
。

一 一一一
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子
供
は
本
来
、
好
奇
心
が
強

い
う
え
に
寂
し
が
り
ゃ
で
す
か

ら
、
そ
ば
で
顔
見
知
り
の
人
が

話
し
て
い
れ
ば
、
近
寄
っ
て
き

て
砧
に
加
わ
ろ
う
と
す
る
も
の

で
す
。そ
ん
な
時
「
お
前
に
は
関
係

の
な
い
話
だ
よ
」
と
か
、
「
向

こ
う
で
遊
ん
で
い
な
さ
い
」
な

ど
と
言
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

も
ち
ろ

母
と
子
の
会
話

交通事故から守ってね〃
金木小学校1年2組のみなさん

ん
、
子
供
に
は
間
か
ま
し
よ
う
。

は
ず
れ
に
さ
れ
た
と
い
う
思
い

を
抱
か
せ
る
こ
と
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
訳
を
話
し
て
、
き

ち
ん
と
納
得
さ
せ
る
よ
う
に
し

せ
た
く
な
い
こ
と
、
子
供
の
知

ら
な
い
方
が
い
い
話
題
の
場
合

も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
理
由
も
言
わ
ず
に

場
を
外
さ
せ
る
こ
と
は
、
仲
間

会
話
に
参
加
ざ
せ

マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
を
教
え
よ
う

●

白
川
由
佳
子
（
浦
文
）
金
木

齊
藤
裕
介
（
勉
）
嘉
瀬

下
旧
絵
梨
奈
（
明
夫
）
金
木

松
尾
有
希
子
（
光
秋
）
〃

徳
川
桃
子
（
傳
幸
）
蒔
田

工
藤
雅
俊
（
俊
悦
）
喜
良
市

長
尾
有
希
子
（
好
晃
）
金
木

鳴
海
真
祐
（
仁
）
〃

土
岐
淳
一
郎
（
淳
逸
）
嘉
瀬

平
井
祐
大
（
教
）
〃

鳴
海
博
一
（
博
康
ゞ
嘉
瀬

接
自
分
に
問
い
か
け
ら
れ
な
い

と
会
賄
に
参
加
で
き
な
い
、
会

話
の
零
囲
気
に
溶
け
込
め
な
い

子
供
で
す
。

ま
た
、
子
供
同
士
の
会
括
の

場
合
、
相
手
と
二
人
き
り
だ
と

普
通
に
話
が
で
き
る
の
に
、
多

人
数
の
会
砧
で
は
無
口
に
な
っ

て
し
ま
う
子
供
が
い
ま
す
。
瞳

こ
れ
と
は
逆
に
、
だ
れ
か
が
か
ら
と
い
っ
て
い
き
な
り
会
話
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

お
め
で
と
う

戸籍の窓

鰯：ド九
月

今
貴
洋
（
滴
作
）
凄
良
市

伊
藤
仁
美
（
隆
男
）
金
木

工
藤
友
歌
（
消
司
）
斑
瀬

石
井
さ
と
み
（
正
警
）
金
木

秋
元
久
人
（
照
治
）
嘉
瀬

吉
崎
美
佳
（
展
美
）
〃

川
中
寿
幸
（
秀
治
）
金
木

野
呂
怜
公
（
朋
央
）
嘉
瀬

内
海
咲
子
（
徳
春
）
〃

中
谷
裕
美
（
幸
夫
）
川
倉

で
錨
の
輪
に
加
わ
ろ
う
と
す
る

態
度
自
体
は
よ
い
の
で
す
が
、

そ
ん
な
場
合
に
も
マ
ナ
ー
が
あ

り
ま
す
。
関
心
の
あ
る
話
題
だ

紺
を
し
て
い
る
の
を
聞
く
と
、

話
の
途
中
か
ら
で
も
、
か
ま
わ

ず
ｎ
分
の
方
か
ら
し
ゃ
べ
り
出

す
子
供
も
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
積
極
性
、
進
ん

（
齢
り
鞍
頚
忘
纈

（
幟
搾
ゆ
諦
皿
一
鈴
善
一
輻
力
榊

（
錐
嚥
罹
誠
一
挙
蛙
晒
一
鐸
城
搾

お
し
あ
わ
せ
に

e
に
割
り
込
ん
だ
り
、
自
分
の
事

ば
か
り
話
す
の
で
は
仲
間
か
ら

孤
立
し
て
し
ま
い
ま
す
。

子
供
が
言
葉
を
覚
え
た
り
、

言
葉
の
や
り
と
り
を
知
る
の
は
、

ま
ず
「
母
と
子
の
会
話
」
に

始
ま
る
と
い
え
ま
す
。
少
し
で

も
多
く
子
供
と
言
葉
を
交
わ
し

会
話
の
雰
囲
気
に
な
じ
ま
せ
ま

し
ょ
う
。
ま
た
同
時
に
、
進
ん

で
会
話
に
参
加
で
き
る
よ
う
勇

気
づ
け
た
り
、
他
人
と
話
す
と

き
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
も
教
え

（
唯
州
千
穂
勃
一
炉
認
一
評
里
緬

（
袴
下
理
》
↑
（
罎
溌
》
）
霜
良
諦

（
纒
轌
安
圭
華
一
傘
燕
一
劃
繩

（
擁
唖
よ
醸
諏
一
》
孝
一
癖
田
補

癖
木
薙
（
菫
聿
）
懲
榊

（
艫
テ
劉
夢
濠
磯

（
毒
橘
》
認
（
堯
塞
鐸
）
鐸
擁

（
郵
識
美
筆
売
（
霊
極
搾
）
率
所
稚

（
雑
醗
智
誠
一
”
一
罐
岡
畔

泉
谷
佐
一

飛
島
國
助

小
林
義
男

石
岡
滿

藤
本
一
夫

小
野
ツ
リ

手
代
木
サ
ョ

泉
谷
イ
ワ

今
富
雄

泉
谷
潔

罰
蜂
し
唖
躍
牽
鉢
鍛
韓
里
砿

金木だより縮刷版
予約募集中

お
く
や
み

一ヘー、一ヘーーヘヘヘヘへ戸へ

75627978603459688552
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○収録範囲

○金額

○申し込み

昭和27年から昭和57年12月

3,000円

企画室までTEL3-2111内線40

川
倉
金
木

クク

喜
良
市

中
柏
木

喜
良
市

川
倉

喜
良
市

川
倉
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みんなで参加しよう－11月2日～4日
お
知
ら
せ

町民文化祭． まつり

催されます。だれでも楽しめる行

躯が予定されていますので、みん

なで参加しましょう。

第8回町民文化祭と第二回産業

まつりが来る11月2日～4日、町

中央公民館とトレセンを会場に|淵

展示作品等募集中行事予定表昭和58年使用の

農業用免税軽油の
申請は早めに……〃

昭和58年に使用する、農業用免

税軽油の申請受付日程が決まり、

五所川原県税事務所での受付は、

金木町の農家は11月11B(木）と

なりました。

申請用紙は、県税事務所のほか

各農協及び軽油販売店にもあり、

記入上の指導もしますので、早め

に申請して下さい。

五所川原県税事務所

▽一般作品、芸能発表

絵画、香道、手芸、工芸写真

津軽凧、生け花、薬草、盆裁等

琴、三味線、踊り等

10月27日（水）までに中央公民

館へどうぞ。

▽農林産物

玄米1.5k9、りんご5.0k9､ぶどう

2.0k9､大根3本、長いも3本、じ

ゃがいも10個、人参5本、キャベ

ツ2個、ネギ20本、ニンニク0.5k9

生食菊2束、カボチャ2個、かぶ

3個、ナス0.5k9､大豆1.0k9,小豆

1.0k9,葉タバコ1束（中葉30枚）

きのこ1009(2袋）

▽生活改善

主食2皿、Mll主食2皿、保存食

1点、漬物類1点、更生衣1点

（説Iﾘ膳をつけること）

出品物は、ビニール袋等に入れ

町内名、氏名、品種等を記入して

下さい。原則として返戻しません

が、特に申し出のあった方には返

しますので受付に申し出て下さい。

○出品希望申し込み

10月30日正午までに各農協へ

○出品物の搬入

11月1日正午までに各農協へ

直接会場へ持参のときは午後1時

2日（火）

○芸能発表会（一般の部）

○映写会

○肉豚技肉共励会

○りんご品種当て競技

3日（水）㈹

○小中学校芸能発表会

○将棋大会

○囲碁大会

○アマ無線公|刑連用

○うさぎ品評会

○りんご品種当て競技

○豚レース

4日（木）

○米質鑑定表彰式

2日～4日

○一般、児童生徒の作品展示

○食堂、売店の|淵設

○良質米展示

○農林産物品評会

○金木町物産展示即売会

○りんこ販売荷造発送

○野菜等の生産者販売

○生活改善工夫展

○米の消饗拡大コーナー

（料理講習会．試食会）

○ポン菓子実演

※詳細については、町中央公民館

又は産業課におたずね下さい。

●

雇用保険業務

取扱い説明会

口日時

11月5日（金）午前9時～正午

口場所

五所川原市中央公民館

口対象

建設業等、冬期において大量の

離職者を出す事業所の事業主又は

事務担当者

口説明事項

イ、雇用保険の適用のしくみに

ついて

ロ、冬期繁忙期間の雇用保険業

務の取り扱いについて

ハ、通年雇用奨励制度及び積寒

給付金について

｡

児童生徒の明るい選挙啓発標語集。」

みんなでやればできる正しい選挙一一一・一・--.-一・…･-…-．…･－喜良市小5年

あしたの幸せあなたの一票…･-…一…-……---……･-……･---…－金木中1年

美しい不正のない町金木町一一･･--.---.-.-……･--…･･…-.-----……－－金木中2年

自分の権利を明るい郷土の建設に…-…一一一・一-.-…－－…－．－･一金木中3年

中谷宏貴

角田暁

蝦名佳子

木村隆之


